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「令和８年度水田収益力強化ビジョン」の考え方 

及び今後の推進（案）について 

 

 令和６年度から令和８年度に向けて策定した「福島県水田収益力強化ビジョ

ン」の考え方に基づき、引き続き需要に応じた生産を推進する。 

 

１ 需要に応じた生産・販売に関する現状・課題 

(1) 令和７年産の主食用米作付面積は、生産の目安を 10,500 ha 上回る 67,000 ha

となった。 

(2) 非主食用米の取組では、これまで柱となっていた飼料用米は、主食用米への

揺り戻しが進んだため、前年比 5,528 ha 減の 1,440 ha と取組が大きく後退し、

備蓄米は、国による買入れが中止とされたことから、実績は前年比 5,558 ha の

減（皆減）となった。そのほか、新市場開拓用米や麦・大豆等も主食用米への

転換等により減少した。 

なお、加工用米は、浜通り地域において飼料用米からの転換が推進されたこ

とにより、前年比 518 ha 増の 946 ha となった。 

(3) 畑地化促進事業を活用し、110 ha が畑地化された。そばにおける取組が多

かった。 

(4) 原子力被災 12 市町村においては、営農再開が進み、全水稲が 7,243 ha（前年

比 309 ha 増）、主食用米が 5,665 ha（前年比 2,466 ha 増）となった。 

(5) 現在、集荷競争の激化などから米価は高値で推移しているものの、米価高騰

による消費者のコメ離れや過剰在庫による米価下落を懸念する声も聞こえてい

る。 

(6) 非主食用米及び戦略作物においては、加工用米が増加したものの、需要が見

込まれる新市場開拓用米や麦、大豆の取組が低調である。 

 

２ 令和８年産米の需要に応じた生産・販売の取組推進の基本的考え方 

(1) 農家所得の安定確保と地域農業の持続的な発展を図るため、生産数量（面

積）の目安に沿った生産を実践し、主食用米の需給バランスを保ちながら、食

品産業から需要のある加工用米や新市場開拓用米、麦、大豆等の畑作物、収益

性の高い園芸作物への作付転換のほか、今後買入れが行われる予定の備蓄米へ

の取組を進めるなど、需要に応じた生産を引き続き実践する。 
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(2) 推進事項 

ア 地域農業再生協議会は、関係者と協議の上、令和８年産米の制度別・用途

別作付計画、中長期的な取組方針を策定するとともに、生産者に需給環境や

水田農業の将来方向等を丁寧に説明し、引き続き需要に応じた生産を推進す

る。 

イ 担い手の高齢化・減少が急速に進展する中、「地域計画」のブラッシュ

アップに併せて、地域農業再生協議会単位で地域農業のあり方や中長期的な

将来展望を検討するとともに、地域の特徴や実態に応じた振興品目を設定し、

中長期的な視点で振興品目による産地づくりを推進する。 

ウ 非主食用米においては、実需からの要望が高い加工用米や新市場開拓用米

等の取組を促す。 

エ 食料安全保障や省力的な作業体系による大規模経営体の育成の観点から、

小麦、大豆、飼料作物等の畑作物の振興を図る。 

オ 備蓄米については、政府の動向等を注視する必要はあるが、本県優先枠

31,606 トンを活用した取組を進める。 

 

３ 主な作物の重点取組 

（1）主食用米 

ア 令和８年産主食用米の生産数量の目安（面積）を、令和７年産の生産実績と

同じ 67,000 ha（備蓄米作付面積 6,300 ha を含む）に設定した。 

イ 生産者と実需との事前契約を推進し、売れ残りのない需要に応じた米づくり

を進める。 

ウ 「コシヒカリ」から、作業性や収量の向上が期待できる県オリジナル品種の

「天のつぶ」や「里山のつぶ」への転換を進めるとともに、担い手への農地集

積や直播、スマート農機等による低コスト栽培技術の導入を推進しコスト削減

に取り組む。 

エ 酒造好適米については、「コメ新市場開拓等促進事業」の活用を促しながら、

県内蔵元の需要に応じた生産を推進する。 

（2）備蓄米 

ア 政府備蓄米の取組については、買入れ価格の水準等が不透明であるものの、

状況を見極めながら、本県優先枠 31,606 トンの確保に向けて推進する。 

イ 備蓄米は、食料安全保障の観点で重要であり、主食用米品種で取り組めるこ

とから、メリット等について広く生産者に周知する。 
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（3）飼料用米 

ア 多収品種での取組を推進するとともに、適切な肥培管理を促す。 

イ 県農林事務所等の技術支援のもと、単収の向上を図る。 

（4）加工用米・新市場開拓用米等 

ア 加工用米は、酒造用に加え、加工米飯、みそ・醤油、米菓用等の実需と産地

の結びつきを推進し、取組拡大を図る。 

イ 新市場開拓用米では、低コスト栽培を推進し、「コメ新市場開拓等促進事

業」の活用を促しながら、輸出用等の作付拡大を図る。 

ウ 米粉用米は、低コスト栽培を推進し、「コメ新市場開拓等促進事業」の活用

を促しながら、実需と産地の結びつきを推進し、取組拡大を図る。 

（5）ＷＣＳ用稲・飼料作物 

ア 大規模復興農場の新設に伴い、ＷＣＳ用稲や飼料用とうもろこし等の需要拡

大が見込まれることから、飼料作物等の生産拡大と供給体制の構築を図る。 

イ 子実用とうもろこしは、農林事務所が設置している実証ほの成果を基に、省

力的な大豆等畑作物の輪作体系の品目として位置づけ、大規模経営体を中心に

推進する。 

ウ 併せて耕畜連携の取組を推進し、土づくりや低コスト化を図る。 

（6）麦・大豆 

ア 近年、県内の加工業者等の需要が拡大していることから「福島県産麦の推進

方針」及び「福島県産大豆の推進方針」に基づき、関係者が一体となって地産

地消の取組拡大を推進する。 

イ 農林事務所が設置している「モデル地区」や令和８年度から予定しているＪ

Ａグループ福島チャレンジファームの成果を基に、既存団地の規模拡大のほか、

他地域への水平展開を目指す。 

ウ 低コスト栽培を推進し、「畑作物産地形成促進事業」の活用を促しながら、

作付け拡大を図る。 

エ 基盤整備事業の進捗や地域計画の策定状況に併せて、団地化や面的拡大の取

組を推進する。 

（7）高収益作物 

ア 地域農業再生協議会が策定した「水田農業高収益化推進計画」に基づき、関

係者が一体となった推進を図る。 

イ 基盤整備事業の進捗や地域計画の策定状況に併せて、団地化や面的拡大の取
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組を推進する。 

（8）畑地化、田畑輪換・ブロックローテーション等の推進 

ア 連作障害が少ない高収益作物や用水の確保が困難なほ場においては、畑地化

を誘導する。 

イ 飼料用米等を組み合わせた田畑輪換やブロックローテーションの構築を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○畑地化の状況（R8/1/23現在） 単位:ha

野菜 果樹 花き その他 計 麦 大豆

飼料作物
(子実用と

うもろこし

以外)

飼料作物
(子実用と

うもろこ

し)

そば なたね その他 計

Ｒ４ 51.0 1.1 10.3 0.4 62.8 0.9 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 64.0

Ｒ５ 92.2 2.6 31.5 1.4 127.7 0.9 1.4 52.8 0.5 272.2 0.1 0.0 327.9 455.6

Ｒ６ 25.2 0.8 7.3 0.0 33.3 7.4 1.2 26.1 0.0 157.4 1.2 0.0 193.3 226.6

Ｒ７ 18.0 11.9 5.1 0.1 35.1 0.7 2.2 24.1 0.0 47.8 0.0 0.2 75.0 110.1

合計 186.4 16.4 54.2 1.9 258.9 9.9 4.8 103.3 0.5 477.4 1.3 0.2 597.4 856.3

割合（％） 21.8 1.9 6.3 0.2 30.2 1.2 0.6 12.1 0.1 55.8 0.2 0.0 69.8 100.0

注１：畑地化促進事業の定着促進支援の面積を集計した。

注２：割合は、畑地化した水田全体の作物の割合を示す。

年

高収益作物 その他作物

合計

○水田農業高収益化推進計画における作付面積の目標 単位：ha

品目 用途
露地・施

設の別
備考

きゅうり 生食用 露地 241 （R2) 256 (R7)

トマト 生食用 施設 140 （R2) 149 (R7)

トマト 加工・業務用 露地 2 （R2) 3 (R7)

アスパラガス 生食用 露地 101 （R2) 116 (R7)

ブロッコリー
生食用

加工・業務用
露地 96 （R2) 136 (R7)

さやいんげん
生食用

加工・業務用
露地 37 （R2) 38 (R7)

たまねぎ
生食用

加工・業務用
露地 25 （R2) 47 (R7)

ねぎ
生食用

加工・業務用
露地 61 （R2) 70 (R7)

かんしょ
生食用

加工・業務用
露地 9 （R2) 38 (R7)

りんどう 切り花用 露地 14 （R2) 15 (R7)

トルコギキョウ 切り花用 施設 28 （R2) 36 (R7)

宿根かすみそう 切り花用 施設 28 （R2) 36 (R7)

ピーマン 生食用 露地 8 （R3) 9 (R8)

いちご 生食用 施設 44 （R3) 45 (R8)

子実用
とうもろこし

飼料用 露地 5 （R3) 6 (R8)

ミニトマト 生食用 施設 23 （R4) 27 (R9)

キク 切り花用 露地 16 （R4) 23 (R9)

しいたけ 生食用 施設 6 （R4) 7 (R9)

かき 生食用 露地 29 （R5) 30 (R10)

現状値(年度) 目標値（年度）

次期目標値（R12）につい

ては県園芸振興プロジェ
クト（第２期）等と整合
を図りながら策定する。

令和８年度以降は次期目

標値に向け、引き続き推
進していく。
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４ 作物ごとの作付計画（単位：ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うち
二毛作

うち
二毛作

主食用米 67,000 0 67,000 0
備蓄米 0 0 (6,300) (0)
飼料用米 1,440 0 500 0
米粉用米 20 0 30 0
新市場開拓用米 98 0 150 0
ＷＣＳ用稲 865 0 1,200 0
加工用米 946 0 1,500 0
麦 367 0 489 0
大豆 804 10 1,232 10
飼料作物 1,523 1 1,700 25

・子実用とうもろこし 50 0 50 0
そば 1,297 104 1,100 110
なたね 103 0 87 0
地力増進作物 2 0 5 0
高収益作物 808 0 892 0

・野菜 669 0 750 0
・花き・花木 75 0 85 0
・果樹 38 0 36 0
・その他の高収益作物 26 0 21 0

その他 35 0 35 0
・酒造好適用米 35 0 35 0
・雑穀 0 0 0 0
・青刈り稲 0 0 0 0
・その他 0 0 0 0

畑地化 110 0 200 0

作物等
Ｒ７（実績） Ｒ８（計画）


